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12 月 1 日、栗商品販売戦略会議である「やまえ栗コンソーシアム」
を開催しました。
会議では、やまえ栗まつりの実績や、やまえ栗の定義、栗管理台帳
の進捗状況などが報告されました。
栗まつりでは、来場者が約 8,500 人、やまえ栗のスイーツが 58 品
販売、まつり全体の売り上げが約 700 万円だったこと、課題としては
食べ物の販売量不足や、シャトルバスの運行方法を改善する必要が
あることが報告されました。
100 人委員会やまえ栗ブランド化部会からは、やまえ栗のブランド化を
進める上では、栽培・出荷基準を設定し、「特選やまえ栗」をつくる
必要があるという意見がありました。
山江村役場産業振興課からは、栗管理台帳の調査状況として、栗栽培
面積が 107ha であることが報告されました（11/30 現在）。
会議参加者からは、栗の生産量をどう増やすのか、海外向けのトレー
サビリティをどうするか、栗の葉などの機能性食品として使えないか、
といった意見が出されました。
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山江村の過去の資料や写真を後世に伝えるデジタルアーカイブを
作成するため、山江村地域づくり研究所では、山江村役場が所持
する昭和初めころからの写真のデータ化を進めています。
12月から、村内の 80代～ 90代の方に集まっていただき、データ化
した写真を見ながら、当時の様子を語っていただく「昔の写真語り」
を行っています。
昭和初めころの写真に写る人や場所などが分かると、参加者一同感激の
声が上がり、当時を知らない役場職員も驚き、また感心しています。
第 1回では 75 枚、第 2回では 37 枚の写真を聞き取りました。
参加など、ご興味あられる方は研究所までご連絡ください。
※古い写真や関連資料も随時募集中です。

開催日時：平成３０年２月１３日（火） 13：30 ～ 15：00
開催場所：山江村農村環境改善センター

講師
㈱恵那川上屋
代表取締役

鎌田 真悟 氏

「栗に関する講演会」開催
どなたでも参加可能です。参加希望の方は研究所までご連絡下さい。

モニターの写真を見て語っていただいています

　山江村地域づくり研究所では、山江村の過去の資料を集め、村の現状のデータを収集しています。
また、村の暮らしの中で ICT の活用を検討することで、豊かな暮らしの実現を研究します。

山江村の過去の資料をデータで残すアーカイブの取組や、地域の悩みを役場へ伝える情報化推進員の動き
など、住民参画のむらづくりが進む様子をお伝えします。

　山江村地域づくり研究所では、山江村の過去の資料を集め、村の現状のデータを収集しています。
また、村の暮らしの中で ICT の活用を検討することで、豊かな暮らしの実現を研究します。

山江村の過去の資料をデータで残すアーカイブの取組や、地域の悩みを役場へ伝える情報化推進員の動き
など、住民参画のむらづくりが進む様子をお伝えします。

他の地域の事例を学んで参考にしませんか？
恵那川上屋（岐阜県）は生産から加工までを行っており、「超特選恵那栗」のブランド化に成功しています。
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２月の開放日

山江村地域づくり研究所 検索随時更新中！

村づくりの悩みやアイデアなど、どんどんご相談下さい。
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POP づくりセミナーではコツやルールにみな

さん感心の連続でした。

1 月から清永が研究所に配属となりました。

どうぞよろしくお願いします。

休耕地の田んぼを耕作し、作物
の共同栽培を行うことになりま
した。12/17 に草刈りを行い、
12/29 に玉ねぎの植付を行いま
した。出来た作物は学校給食と
しても提供する予定です。

12 月 23 日、ポップスタイル㈱田中洋美さんを講師に、POP づくり
セミナーを開催しました。
商品紹介はただ書けばよいというわけではなく、文字の形、大きさ、
イラストなど、売れる POP づくりのコツを学びました。
コツとしては、余白は２０％とることや、イラストや写真を必ず入れ
ること、イラストは擬人化することといったポイントがありました。
参加者のみなさんからは、是非お店やお祭りなどの機会に活用したい
との声をいただきました。
次回はタブレットを使った写真の編集セミナーを２月末に開催予定。

住民全員が情報通信技術の良いところを体感でき、一人ひとりが
輝く村を創ることを目的に、昨年７月に情報化推進員を委嘱しました。
情報化推進員の方には、地域の困りごとやイベント等を、配布した
ipad で撮影し、送っていただいています。送られてきた情報は、役場
関係課に報告し、早急に対応・解決できるように進めています。

救命率１００％の村を目指し、
救命法の番組を作成すること
になりました。救命法を覚え
るためには、繰り返し見ても
らう事が必要ということで、
楽しめる脚本を作成しました。

村の古くから行われていること
を伝えようと、村に残る花まつ
り行事を絵本や紙芝居にする
ことになりました。
メンバーで脚本を作成し、絵を
書いています。

若手農業者部会 健康スポーツ部会 文化教育部会

講師の田中洋美さん

①見通しの悪い交差点に減速を促すのぼりを設置、②アナグマ捕獲の後始末については捕獲物持ち帰りの周知、

③無記名ゴミへの対応策の協議、④道路陥没の補修、⑤イベント写真を CATV で放送といったことが行われました。

川口 伸也 山本かよ子清永弘文
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